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   YACHIYODA SZ-5000 is a new model of lithotriptor made in Japan, of which the energy source 
is microexplosion. Compared with the old type of  SZ-1, the water bag is substituted  fora hot 
water bath and ultrasonography as well as fluoroscopy can be used for stone localization. Moreover, 
this new model is extremely smalled. 
   The first clinical trial of 32 candidates with urinary tract calculi (34 stones) was performed 
at our hispital between September 1991 and June 1992. They were 10 women and 22 men between 
25 and 71 with a mean of 47.3 years. All patients received no anesthesia. The stone location was: 
R2 for 16 stones, R3 for 5, Ul for 9, U2 for 1, and U3 for 3. The mean size was 14.1 mm. 
   A mean number of 364, 326 and 324 shock waves were given for the R2, 3, Ul, and U2, 3 
stones, respectively. The second or third sessions were performed on 7 patients. Obvious symptoms 
and signs observed during the treatment were; local pain in 9 patients,nausea in 3, hypotension 
and bradycardia in 6, and hypertension in 3. Posttreatment fever up was found in two patients. 
   In 34 stones, the efficiency evaluated 3 months later was 85.0% as determined by kidney-
ureter-bladder X-ray and intravenous pyeography. 
   In conclusion, YACHIYODA SZ-5000 is useful and safe in the management of patients with 
urinary tract stones. 
                                                  (Acta Urol. Jpn. 40: 273-277, 1994) 
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緒 言
体 外衝 撃 波結 石 破 砕術 は1980年にChaussyら1)によ
り砕 石機 が 開発 され て 以来 急 速 に各 国 に普 及 し現 在 で
は約10社か ら治療 機 が 開発 され 臨床 応 用 され て い る,
本邦 の 国産 機 と して は 微 小爆 破 を 用 い た 機種(YA-
CHIYODASZ-1)が東 北 大学 に よ り開発 され1985年
よ り臨床 応 用 され て い る2・3)当院 で も1989年9月よ
り同機種(SZ-1)を導入 し結 石 治療 を 行 い現 在 まで の
べ500例以 上 の 治療 を 行 って きた4).SZ-1は浴槽 を用
い水 循環 シス テ ム,放 射線 装 置 に ス ペ ース を要 す るた
め,今 回 八千 代 田 工 業社 に よ り新 機 と して のSZ-5000
が開発 され た,SZ-5000は衝撃 波発 生 方 式,エ ネ ルギ
ー収 束法 はSZ-1と 同様 に 微小爆 破(ア ジ化銀),回
転 楕 円体 を 用 い る 一方 で5).カヅプ リン グにWater
bagを 用 い機 械 を コンパ ク ト化 し 結石 の位 置合 わせ
に超 音波 装置 を 用 い る こ とで胆 石 治療 も可能 に な って
い る.
今回 われ わ れ は この 機種 に よ る臨 床 試 験 を行 う機 会
をえ た の で報 告 す る.
対 象 症 例
1991年9月か ら1992年6月まで に32名(34結石)に
対 して 治 療 を 行 った.そ の 内 訳 は男22名(24例・結
石),女10名(10例 ・結石),年 齢 は25～71(平均47.3
±12,4)歳で あ る.対 象 とな った 結 石 はESWL検 討
委員 会 の評lrl而基 準6)に従 う とR.2;16例,R3;5例,
U1;9例,U2;1例,U3;3例,で あ る.34結石




















































本 装 置 はSZ-1と 同様 に 衝撃 波 発生 方 式 は,爆 薬
(アジ化 銀,10mg)の 微 小爆 破 に よる 衝 撃 波 エ ネ ル
ギ ーを 回転 楕 円体 に よ り収 束 させ る もの で あ る.使 用
す る爆 薬 もSZ-1で 使用 す る もの と同 じ規 格(中 国 火
薬 製)で あ る.本 体 コ ラ ム内に は,衝 撃 波 発 生装 置,
水循 環 装置,超 音 波 プ ロー ブが 治め られ システ ムの コ
γパ ク ト化 が は か られ て い る(Fig.1,2).人体 との
カ ップ リングに は従 来 の浴 槽 を排 しシ リコ ンゴ ム性 の
WaterBagを用 い,電 動 架 台 を45。 に傾 斜 させ 患
































西古,ほ か=尿路結石 ・YACHIYODASZ5000 275









































































































































































































































































本論 文の 要 旨は 第6回 日本EndoulologyESWL学会総
会において発表 した.
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